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海に面した棚田は、夕日の沈む棚田として有名です。
特にGW頃に見ごろを迎えます。玄海町　浜野浦の棚田

令和４年１月31日1 〈 む つ ご ろ №69　〉
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に
入
社
後
は
、
平
成
４
年
か
ら
福
岡
に

居
住
し
、
単
身
赴
任
を
含
め
九
州
各
地

に
勤
務
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
平
成
14

年
か
ら
17
年
ま
で
の
３
年
間
は
、
佐
賀

支
店
長
と
し
て
の
勤
務
で
し
た
。
そ
う

い
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
て
、
郷
土
佐
賀

と
福
岡
に
は
非
常
に
愛
着
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
佐
賀
県
人
会
の
皆
様
と

生
ま
れ
育
っ
た
郷
土
の
本
当
の
良
さ
を

共
有
す
る
と
共
に
、
九
州
経
済
の
中
心

で
あ
る
福
岡
か
ら
そ
れ
を
発
信
す
る
こ

と
で
、
さ
ら
に
大
き
な
輪
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て

今
以
上
に
若
者
や
女
性
会
員
が
増
え
、

老
若
男
女
問
わ
ず
、
親
睦
、
繁
栄
を
図

る
事
に
少
し
で
も
協
力
出
来
る
様
、
尽

力
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
会
の
益
々

の
発
展
と
皆
様
の
御
多
幸
を
祈
念
し
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

福
岡
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
　
副
部
長

亀
　
川
　
智
　
弘

　

こ
の
度
、
鶴
田
理

事
の
後
任
を
務
め
る

事
に
な
り
ま
し
た
福

岡
ト
ヨ
タ
自
動
車
株

式
会
社
の
亀
川
智
弘

と
申
し
ま
す
。
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

私
は
昭
和
42
年
に
佐
賀
市
で
生
ま
れ
、

中
学
校
ま
で
過
ご
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
後
親
元
を
離
れ
、
高
校
は
福
岡
、

大
学
は
千
葉
で
、
寮
生
活
を
送
り
な
が

ら
部
活
動
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
励

み
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
は
高
校
生
活

を
過
ご
し
た
福
岡
で
就
職
を
考
え
帰
福
。

福
岡
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
に
ご
縁

を
い
た
だ
き
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

現
在
私
が
居
住
す
る
福
岡
市
は
「
人

も
街
も
と
て
も
元
気
」
な
都
市
で
す
。

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
国
勢
調
査

の
人
口
増
加
数
や
10
代
・
20
代
の
若
年

層
の
割
合
が
全
国
１
位
で
し
た
。
ま
た
、

ビ
ジ
ネ
ス
面
に
お
い
て
も
開
業
率
が
全

国
１
位
と
な
り
、
天
神
ビ
ッ
ク
バ
ン
に

よ
り
周
辺
の
都
市
開
発
も
更
に
活
発
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
で
一
番
元
気
で

成
長
が
加
速
し
て
い
る
福
岡
市
に
お
い

て
、
佐
賀
県
出
身
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
々
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は

誇
り
で
あ
り
、
わ
た
く
し
も
微
力
な
が

ら
そ
の
一
翼
を
担
え
る
こ
と
は
大
変
光

栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
皆
様
と
の
ご
縁
を
大
切
に

し
、
福
岡
市
佐
賀
県
人
会
の
さ
ら
な
る

飛
躍
と
共
に
、
福
岡
の
発
展
に
お
役
に

立
て
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

株
式
会
社
九
電
工
　
取
締
役
会
長
　

西
　
村
　
松
　
次

　

福
岡
市
佐
賀
県
人

会
の
皆
様
に
は
益
々

ご
健
勝
に
て
ご
活
躍

の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
前
任
の
江
川
会
長
か
ら
引

継
ぎ
会
長
職
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
九

電
工
の
西
村
松
次
で
ご
ざ
い
ま
す
。
70

年
の
歴
史
と
輝
か
し
い
伝
統
を
も
つ
本

会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
は
私
に
と
っ
て
大
変
光
栄
な
こ
と
で

あ
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り

ま
す
。

　

社
会
で
は
、
未
曽
有
の
コ
ロ
ナ
禍
よ

り
経
済
活
動
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
、
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご
苦
労
は
い

か
ほ
ど
か
と
拝
察
致
し
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、

早
く
元
の
生
活
へ
戻
れ
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
の
故
郷
は
神
埼
市
で
す
が
、

子
供
の
頃
は
神
埼
郡
千
代
田
町
で
し
た
。

実
家
は
半
農
半
漁
の
家
で
、
父
は
有
明

海
で
昭
和
29
年
か
ら
始
ま
っ
た
海
苔
の

養
殖
に
当
初
か
ら
参
加
し
て
お
り
ま
し

た
。
私
は
高
校
ま
で
佐
賀
で
過
ご
し
、

大
学
は
関
西
に
行
き
ま
し
た
。
九
電
工

新
会
長
ご
挨
拶

新
理
事
ご
挨
拶

明けまして おめでとうございます。
コロナ禍のため皆様におかれましても
対策等何かと大変お忙しいと存じますが、

もうしばらく頑張りましょう。



定期総会に係る書面決議（規約 第13条）＜報告＞

福岡市佐賀県人会規約第13条に総会に代わる決議として書面決議という方法があ
りましたので、新型コロナ禍の中、2回目の書面決議を行いました。正会員に配布
致しました議案書に対して、返信を含め多数の方から賛同を頂き、決算・予算・
新役員選任、それぞれ議案書の通り可決とさせて頂きました。
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第 1 号 議 案 　 令 和 ２ 年 度 　 決 算 報告
自 令和２年４月１日 ～ 至 令和３年３月31日

【本会計】
支　出　の　部

項　　目 予 算 額 決 算 額
通 信 費
印 刷 費
広 告 宣 伝 費
会 報 作 成 費
会 議 費
研 修 ・ 事 業 費
事 務 所 費
事 務 用 品 費
弔 慰 金
為 替 手 数 料
総 会 費 用
懇 親 会 費 用

義捐金会計から繰出
義捐金口座繰出

予 備 費

次 年 度 繰 越 金

300,000
60,000
20,000
300,000
200,000
60,000
380,000
60,000

0
20,000

0
800,000

0
10,209

847,185

0

165,849
0

22,000
287,100
74,095

0
363,906
27,334
10,000
25,571

0
0

257,000
0

0

1,017,795

合　　計 3,057,394 2,250,650

収　入　の　部
項　　目 予 算 額 決 算 額

前 年 度 繰 越 金
維持会費（役員）
　　〃　　（相談役）
　　〃　　（会員）
協 賛 広 告 料
預 金 利 息
総 会 特 別 会 費
懇親会特別会費

新春懇親会広告

県 へ 送 金

787,384
270,000
50,000
530,000
500,000

10
0

800,000

120,000

0

787,384
225,000
35,000
420,000
487,140

6
0
0

39,120

257,000

合　　計 3,057,394 2,250,650

佐賀銀行　福岡支店　残高	 394,015
郵便局　残高	 601,354
現金	 22,426
次年度繰越金　合計	 1,017,795

【義捐金特別会計】
令和２年８月６日に、義捐金として257,000円を佐賀県へ送る。
これにて義捐金活動を終了します。＜むつごろ№68、9P・25P参照＞

　上記の監査の結果、適正に処理されていることをご報告いたします。
　　　　令和３年５月18日
　　　　　　　　　　　　　　監事　　田中丸　真輝　　　　㊞



福岡市佐賀県人会ゴルフ会 成績表

連絡先　福岡市佐賀県人会ゴルフ会事務局　TEL 092－574－2062　携帯　090－1516－0854（水田）

優　　勝　　江口浩三郎
準 優 勝　　田中丸真輝

○第８６回大会　2021年３月23日㈫
　　　　　　　　北山カントリークラブ

優　　勝　　児玉　久男
準 優 勝　　徳渕　市浩

○第８７回大会　2021年６月７日㈪
　　　　　　　　大博多カントリークラブ

優　　勝　　龍　　修一
準 優 勝　　永倉遵五郎

○第８８回大会　2021年９月２日㈭
　　　　　　　　大博多カントリー倶楽部

優　　勝　　鶴田　俊博
準 優 勝　　林谷　　誠

○第８９回大会　2021年11月22日㈪
　　　　　　　　筑紫ヶ丘ゴルフクラブ

誰でも参加できます

　浜野浦の棚田は、通称「上場」台地と呼ばれる玄武岩からなる溶岩台地を刻む浜野浦川
の斜面に広がる棚田で、面積は11.5ヘクタール、枚数は283枚ほどあります。
　見頃は春の田植期（4月中旬～ 5月上旬）の夕日で、あたりが黄金に染まり幻想的な世
界が広がります。
　浜野浦の棚田はこれまで平成11年に「日本の棚田百選」、平成19年に「恋人の聖地」、
平成23年に「22世紀に残す佐賀県遺産」に認定されました。また、平成29年には「玄
海町浜野浦の棚田条例」を制定し、町及び町民が一体となって景観の保護に努めています。

＜玄海町企画商工課　電話0955-52-2112＞

表紙の言葉
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【本会計】
支　出　の　部

項　　目 予 算 額
通 信 費
印 刷 費
広 告 宣 伝 費
会 報 作 成 費
会 議 費
研 修 ・ 事 業 費
事 務 所 費
事 務 用 品 費
弔 慰 金
為 替 手 数 料
懇 親 会 費 用

予 備 費

200,000
60,000
22,000
300,000
100,000
30,000
380,000
30,000

0
30,000
800,000

1,015,805

合　　計 2,967,805

収　入　の　部
項　　目 予 算 額

前 年 度 繰 越 金
維持会費（役員）
　　〃　　（相談役）
　　〃　　（会員）
協 賛 広 告 料
預 金 利 息
総 会 特 別 会 費
懇親会特別会費

1,017,795
220,000
30,000
450,000
450,000

10
0

800,000

合　　計 2,967,805

第 ２ 号 議 案 　 令 和 ３ 年 度 　 予 算
自 令和３年４月１日 ～ 至 令和４年３月31日
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第 ３ 号 議 案 　 令 和 ３ 年 度 　 新 役 員 名 簿
自 令和３年４月１日 ～ 至 令和４年３月31日

名誉会長・会長・副会長　
役職 氏名 勤務先等 出身

名 誉 会 長 永　倉　遵五郎 インターナショナル・ニュー・フェローズ� 代表 佐賀市

名誉会長（新） 江 川 　 洋 ㈱CRC� 代表取締役相談役 唐津市

会　長（新） 西 村 松 次 ㈱九電工� 取締役会長 神埼市

副　会　長 長 野 益 德 ㈱博多ステーションビル� 代表取締役 基山町

副　会　長 富 永 金 吾 佐賀銀行� 代表取締役専務　営業統括本部長 佐賀市

副　会　長 水 田 國 生 ミッズコーポレーション� 代表 鳥栖市

副　会　長 鈴 木 　 元 九州倉庫㈱� 取締役社長 佐賀市

代表理事・理事・監事
役職 担当 氏名 勤務先等 出身

代表理事 全般 林 谷 　 誠 メットライフ生命保険㈱� エグゼクティブコンサルタント 嬉野市

常任理事（事務局担当） 全般 清 村 克 行 ㈱ファーストライン　博多店� 部長 小城市

常任理事（事務局担当） 総務 鶴 　 博 行 ＜地域活動＞ 唐津市

常任理事 会計 高 島 尚 人 ㈱和田設計� 企画部長 神埼市

常任理事 行事 小 島 幸 弘 ㈱安井建築設計事務所� 主幹 鳥栖市

常任理事 広報 大 西 俊 介 ㈱ランド・コア� 代表取締役 唐津市

理事 広報 澁 谷 栄 城 松尾建設㈱福岡支店� 理事支店長 佐賀市

理事 広報 紫 園 来 未 オフィス　しおん� 代表 佐賀市

理事 広報 橋 本 早 苗 ㈲橋本板金工業 基山町

理事 広報 富 永 周 行 （一社）障がい者活躍推進機構 嬉野市

理事（新） 広報 亀 川 智 弘 福岡トヨタ自動車㈱� 副部長 佐賀市

理事 組織 無津呂　繁　憲 ㈱無津呂商店� 代表取締役 佐賀市

理事 組織 野 口 　 誠 Ｎ建設コンサルタント� 代表 みやき町

理事 組織 木 下 敏 之 福岡大学　経済学部� 教授 佐賀市

理事 組織 壇 　 一 也 鴻和法律事務所� 弁護士 佐賀市

理事 行事 藤 瀬 菜 摘 野村証券㈱福岡支店� Ｆ・Ａ 江北町

理事 行事 川 上 優 子 日本生命保険　福岡南営業部 佐賀市

理事 行事 於 保 貴 子 ㈱リングヴィア� 代表取締役 佐賀市

理事 行事 新 富 崇 央 岩永・新富法律事務所� 弁護士 佐賀市

理事 総務 大 庭 隼 夫 ＜地域活動＞ 鳥栖市

理事 総務 山 﨑 節 治 ユーミック� 代表 小城市

理事 会計 長 井 雅 子 長井不動産㈱ 鳥栖市

監事 田中丸　真　輝 テルミ企画� 代表 小城市

監事 永　瀬　慎太郎 税理士法人ノリタ　福岡オフィス� 税理士 伊万里市



新　規　入　会　者
令和３年10月以降

氏　　　名 出　身　地 勤　　務　　先 紹　介　者

亀 川 智 弘 佐 賀 市 福岡トヨタ自動車㈱　副部長 前・鶴田理事

山 中 規 彰 佐 賀 市 ㈱マルイ不動産システム　係長
長井理事
木下雅晴

野 口 麗 次 唐 津 市 ちょこれいじ 小栁　啓征さん

岸 本 匡 史 武 雄 市 ㈱ゲット　技術部長

松 尾 啓 三 唐 津 市 ㈱マツヲ3企画　社長 大西常任理事

 　
　
　

訃　
　

報　
　
　故  田中  久也 様

令和２年12月30日永眠

　

田
中
久
也
議
員
（
福
岡
市
西
区
選
出
・
自
民
党
県
議

団
・
第
39
代
県
議
会
議
長
）
が
令
和
２
年
12
月
30
日
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
46
年
に
初
当
選
、13
期
（
約
50
年
）
に
わ
た
り
、

福
岡
県
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

又
、
当
佐
賀
県
人
会
（
佐
賀
市
出
身
）
で
も
相
談
役

と
し
て
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
心
よ
り
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

7 〈 む つ ご ろ №69　〉

福岡市佐賀県人会のホームページ開設

本会や佐賀県内市町村の催し物やお知らせを掲載して
いきます。情報の共有化を目指します。スマホやタブ
レットで右のQRコードを読み込んで下さい。
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１
．
は
じ
め
に

　

福
岡
市
や
佐
賀
市
な
ど
で
の
夕
方
は

市
内
至
る
所
で
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て

い
る
。
も
し
こ
の
車
が
空
を
飛
べ
た
ら

ど
ん
な
に
い
い
だ
ろ
う
と
考
え
た
方
は

多
い
と
思
い
ま
す
。
今
、
ま
さ
に
そ
れ

を
実
現
す
る
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
開
発

が
、
我
が
国
を
は
じ
め
欧
米
及
び
中
国

で
盛
ん
で
す
。
こ
こ
で
い
う
空
飛
ぶ
ク

ル
マ
と
は
、
空
を
飛
び
、
近
中
距
離
を

移
動
す
る
乗
り
物
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

り
空
の
移
動
革
命
が
起
き
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
間
近
に
迫
っ
た
空

飛
ぶ
ク
ル
マ
を
小
型
電
動
航
空
機
を
含

め
て
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
大
き
な
動
き

は
、
空
の
移
動
の
大
衆
化
へ
の
ト
レ
ン

ド
、
軽
量
で
高
密
度
パ
ワ
ー
の
電
気
モ
ー

タ
ー
や
軽
量
で
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
の

バ
ッ
テ
リ
ー
の
登
場
に
よ
る
運
航
コ
ス

ト
の
低
コ
ス
ト
化
、
ド
ロ
ー
ン
に
代
表

さ
れ
る
自
動
飛
行
が
可
能
な
飛
行
技
術

の
進
化
、
都
市
内
の
慢
性
的
な
渋
滞
に

よ
る
重
大
な
大
気
汚
染
・
地
球
温
暖
化

や
多
大
な
時
間
ロ
ス
を
電
動
化
と
3
次

元
空
間
移
動
に
よ
り
一
気
に
解
決
し
た

い
と
い
う
思
い
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

2
．
国
内
及
び
世
界
の
小
型
電
動
航
空

機
の
研
究
開
発
の
動
向

　

今
や
世
界
の
小
型
電
動
飛
行
機
の
代

表
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
国
内
で

は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
、
既
存
の
モ
ー
タ
ー

グ
ラ
イ
ダ
ー
を
改
造
・
電
動
化
し
て
、

場
周
飛
行
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。
私
た

ち
は
セ
ス
ナ
機
の
電
動
化
に
よ
る
地
上

走
行
実
験
に
成
功
し
、
Ｅ
Ｖ
車
用
の
電

気
モ
ー
タ
ー
と
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ

テ
リ
ー
の
組
み
合
わ
せ
で
も
十
分
可
能

で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
ま
し
た
（
図
1
）。

SKY D
RIVE

社
は
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
（
図

2
）。

　

海
外
で
は
、
エ
ア
バ
ス
グ
ル
ー
プ
が

図1 電気モーターに換装したセスナ機の地上走行試験の様子

図2 SKYDRIVE 社の「空飛ぶクルマ」
(https://skydrive2020.com/air-mobility)

図3 E-FAN 1.0による英仏海峡横断飛行
(http://company.airbus.com/responsibility/airbus-e-fan-the-future-
of-electric-aircraft/Cross-channelflight.htm)

　

久
留
米
工
業
大
学　

工
学
部
交
通
機
械
工
学
科

航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー
ス

特
別
教
授・九
州
大
学
名
誉
教
授
　
麻
　
生
　
　
茂

（
唐
津
出
身
）

特 別 寄 稿

間
近
に
迫
っ
た
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
が
飛
ぶ
日

２
０
１
５
年
7
月
10
日
に
電
動
飛
行
機

E-FAN
 1.0

に
よ
る
英
仏
海
峡
横
断
飛

行
（
図
3
）
は
、
世
界
に
小
型
電
動
飛

行
機
の
到
来
を
決
定
づ
け
ま
し
た
。
一

方
、Airbus H

elicopters

は
、
ド
ロ
ー

ン
型
4
人
乗
り
自
律
飛
行
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
「City Airbus

」（
時
速
１
２
０
㎞
、

4
人
乗
り
、
飛
行
距
離
30
㎞
）
の
飛
行

試
験
を
開
始
し
ま
し
た
（
図
4
）。
ス
ロ

ベ
ニ
ア
のPipistrel 

会
社
は
２
０
２
０

年
に
世
界
で
初
め
て
小
型
電
動
飛
行
機

Velis Electro

の
型
式
証
明
を
取
得
し
、

販
売
し
て
い
ま
す 
（
図
5
）。
ド
イ
ツ
で

はLilium
 Aviation

の Lilium
 Jet

と
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Volocopter 

社
のThe Autonom

ous 
Air Taxi 

（
Ａ
Ａ
Ｔ
）
が
開
発
さ
れ
て
い

て
、
後
者
は
形
状
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と

類
似
で
あ
る
が
18
個
の
ロ
ー
タ
ー
プ
ラ

ス
電
気
モ
ー
タ
ー
で
機
体
を
持
ち
上
げ

る
の
が
特
徴
的
で
す
（
図
6
）。

　

中
国
のLiaoning General Aviation 

A
cadem

y

のR
X
1E

やEH
A
N
G

社

のEH
AN
G
184

な
ど
が
あ
り
後
者
は
、

2
人
乗
り
、
飛
行
時
間
30
分
で
40
～
50

㎞
を
飛
行
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
米
国
で
はVertical Flight 

Society Society

のSureFly

、N
ASA

のX-57

やG
L-10

と
呼
ぶVTO

L

性
能

を
持
つ
機
体
も
開
発
を
し
て
お
り
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
に
開
催

さ
れ
る
大
阪
万
博
で
は
こ
れ
ら
の
機
体

が
結
集
し
、
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
を
す
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

3
．
小
型
電
動
航
空
機
の
特
徴
と
課
題

　

電
動
航
空
機
の
お
お
き
な
特
徴
は
、

小
さ
な
プ
ロ
ペ
ラ
推
進
器
を
た
く
さ
ん

機
体
全
体
に
分
散
し
て
配
置
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
分
散

配
置
の
や
り
方
に
よ
っ
て
、
大
き
く
分

け
て
ド
ロ
ー
ン
型
と
飛
行
機
型
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
都
市
内
の
空
飛

ぶ
ク
ル
マ
と
し
て
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
る

も
の
は
今
ま
で
の
小
型
ド
ロ
ー
ン
を
大

型
化
し
た
も
の
で
す
。
飛
行
機
型
は
普

通
の
飛
行
機
の
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
を

電
気
モ
ー
タ
ー
に
交
換
し
た
も
の
か
ら

垂
直
に
上
昇
し
て
上
空
で
水
平
飛
行
す

るe-VTO
L

（
電
動
垂
直
離
陸
・
着
陸

機
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
書

く
と
小
型
電
動
航
空
機
は
い
い
と
こ
ば

か
り
に
思
え
ま
す
が
、
課
題
も
あ
り
ま

す
。
最
も
大
き
な
課
題
の
一
つ
は
バ
ッ

テ
リ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
（
単
位
質

量
の
バ
ッ
テ
リ
ー
に
蓄
え
る
こ
と
が
で

き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
、kW

h/kg

で
表

図4 City Airbus
(https://evtol.news/airbus-helicopters/)

図5 Velis Electro の機体
(https://www.pipistrel.ad/pipistrel/entrainement/velis-electro)

図6 Volocopter のThe Autonomous Air Taxi (AAT)
(https://www.internationales-verkehrswesen.de/volocopter-as-
autonomous-air-taxi/)

し
ま
す
）
が
小
さ
い
こ
と
で
す
。
現
在
、

Ｅ
Ｖ
車
で
も
使
わ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
で
は
そ
れ
ほ
ど
遠

く
へ
飛
べ
ま
せ
ん
。
今
後
、全
固
体
電
池
、

燃
料
電
池
な
ど
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

も
う
一
つ
の
大
き
な
課
題
は
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
の
問
題
と
交
通
管
制
で
す
。
現

在
、
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
で
は
パ
イ
ロ
ッ
ト

は
搭
乗
せ
ず
旅
客
の
み
で
運
行
す
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
ま
た
メ
ー
カ
ー
が
提
供
し
て
い
る

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
限
り
、
当
初
は

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
搭
乗
し
て
飛
行
す
る
が

最
終
的
に
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
な
し
の
自
動

飛
行
を
前
提
と
し
て
い
る
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
自
動
運
転
は
ド
ロ
ー
ン
で

も
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
た
技
術
の
よ
う
に
思

え
ま
す
が
、
も
の
し
か
積
ま
な
い
ド
ロ
ー

ン
に
対
し
て
人
が
乗
る
大
型
ド
ロ
ー
ン

で
は
、
は
る
か
に
高
い
信
頼
性
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
動
飛
行
に
な
っ

た
場
合
の
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
管
制
を
ど

の
様
に
行
う
の
か
、
衝
突
回
避
を
ど
の

様
に
行
う
か
な
ど
空
の
交
通
整
理
も
大

事
で
す
。
さ
あ
、
あ
な
た
の
前
に
空
飛

ぶ
ク
ル
マ
が
到
着
し
ま
し
た
。
あ
な
た

は
乗
り
込
ん
で
行
き
先
を
入
力
す
る
だ

け
で
す
。
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？
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今 年 度 の 新 春 懇 親 会 は

コ ロ ナ 禍 の た め 中 止 致 し ま す 。

早く終息し、総会が開催できますよう

皆様とともに祈って行きましょう。
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赤羽一嘉国土交通相（左）の被災地視
察に、六角川流域６市町の首長（右）が
顔をそろえ、各市町の状況を説明。流
域治水も話題に上った

六角川の水害を軽減する
主な取り組み

　

武
雄
市
の
災
害
現
場
を
26
日
に
視
察

し
た
赤
羽
一
嘉
国
土
交
通
相
に
、
杵
島

郡
白
石
町
長
の
田
島
健
一
町
長
が
持
論

の
水
害
対
策
を
説
明
し
た
。「
六
角
川
に

流
し
て
い
る
雨
水
を
有
明
海
に
排
水
で

き
れ
ば
。
そ
う
す
れ
ば
水
位
が
下
が
り
、

ゆ
と
り
が
生
ま
れ
る
」

　

白
石
町
の
雨
水
の
一
部
は
六
角
川
に

流
れ
込
ん
で
い
る
。
そ
の
水
を
、
有
明

海
に
つ
な
が
る
町
南
部
の
有
明
水
路
に

導
き
、
干
潮
時
は
自
然
流
下
、
満
潮
時

は
ポ
ン
プ
で
排
水
す
る
構
想
だ
。
六
角

川
の
負
担
も
町
の
水
害
も
軽
減
で
き
る
。

流
域
が
連
携
し
て
洪
水
対
策
に
取
り
組

む
「
流
域
治
水
」
の
一
つ
の
方
策
で
も

あ
る
。

▽
関
係
者
シ
ョ
ッ
ク

　

今
の
水
害
対
策
は
河
川
本
体
へ
の
手

当
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。
２
０
１
９

年
８
月
の
佐
賀
豪
雨
を
受
け
、
国
は
六

角
川
水
系
の
治
水
事
業
を
「
河
川
激
甚

水 害 状 況

≪
教
訓
生
き
た
か
≫ 

対
策
模
索

欠
か
せ
ぬ
流
域
治
水
、河
道
掘
削
、

ク
リ
ー
ク
活
用
で
連
携
佐
賀
２
０
２
１
大
雨

災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
（
激
特
）」
に

採
択
し
、
対
応
を
加
速
さ
せ
た
。
国
土

交
通
省
武
雄
河
川
事
務
所
は
（
１
）
河

道
掘
削
（
２
）
分
水
路
新
設
（
３
）
排

水
能
力
増
強
－
を
、
２
０
２
４
年
度
完

了
を
目
指
し
て
進
め
て
い
る
。

　

杵
島
郡
大
町
町
と
武
雄
市
の
約
６
キ

ロ
で
は
河
道
掘
削
が
進
む
。
白
石
町

と
大
町
町
に
入
り
込
ん
で
い
る
川
を

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
し
て
造
る
分
水
路
は

白
石
町
と
協
議
し
て
い
る
。
高
橋
排
水

機
場
（
武
雄
市
朝
日
町
）
の
ポ
ン
プ
３

機
の
排
水
能
力
増
強
は
、
本
年
度
か
ら

１
機
ず
つ
行
う
。

　

激
特
で
は
な
い
が
、
武
雄
市
東
川
登

町
に
あ
る
採
石
場
の
く
ぼ
地
を
洪
水
調

整
池
に
し
て
被
害
を
軽
減
す
る
計
画
も

あ
る
。
１
９
９
０
年
の
豪
雨
を
想
定
し

た
場
合
、
被
害
が
半
減
で
き
る
内
容
だ

が
、
完
了
ま
で
に
20
年
程
度
か
か
る
見

通
し
だ
。

　

こ
う
し
た
対
策
が
進
む
中
で
今
回
の

水
害
は
起
き
た
。
河
道
掘
削
は
既
に

86
％
が
終
了
し
て
い
た
。
近
年
頻
発
す

る
記
録
的
大
雨
に
、
六
角
川
が
対
応
で

き
な
い
こ
と
を
露
呈
し
た
格
好
だ
。「
河

道
掘
削
が
８
割
方
終
わ
っ
て
い
て
、
こ

の
被
害
か
」
と
視
察
し
た
赤
羽
氏
。
関

係
者
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
い
。

　

武
雄
河
川
事
務
所
の
小
野
朋
次
副
所

長
は
「
長
年
の
課
題
の
内
水
対
策
が
必

要
な
こ
と
が
し
っ
か
り
見
え
た
」
と
痛

感
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
「
流
域
治

水
が
欠
か
せ
な
い
」
と
い
う
。

▽
「
抜
本
的
に
や
る
」

　

流
域
治
水
は
こ
れ
ま
で
も
行
わ
れ
て

き
た
。
一
例
と
し
て
大
雨
が
予
想
さ
れ

る
際
に
、
た
め
池
や
ク
リ
ー
ク
の
水
位

を
下
げ
る
方
策
が
あ
る
。
六
角
川
流
域

で
も
数
年
前
か
ら
取
り
組
み
が
始
ま
り
、

今
回
も
白
石
町
や
杵
島
郡
江
北
町
は
ク

リ
ー
ク
の
水
位
を
下
げ
て
い
た
。
江
北

町
は
「
要
請
よ
り
早
く
対
応
し
て
く
れ

る
地
域
が
あ
る
な
ど
、
住
民
の
意
識
も

高
く
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
。
今
後
は

ダ
ム
な
ど
を
含
め
、
対
象
や
地
域
を
広

げ
る
必
要
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

赤
羽
氏
の
視
察
に
は
六
角
川
流
域
６

市
町
の
首
長
が
顔
を
そ
ろ
え
た
。「
同
じ

人
が
同
じ
よ
う
な
被
害
に
２
度
遭
っ
た
。

抜
本
的
な
治
水
対
策
を
超
短
期
で
」
と

求
め
た
小
松
政
武
雄
市
長
に
、
赤
羽
氏

は
「
流
域
治
水
を
加
速
さ
せ
、
抜
本
的

に
や
る
」
と
応
じ
た
。
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◆ 

佐
賀
新
聞
拾
い
読
み 

あ
の
町
・
こ
の
町
　
旬
話
題 

◆
（
主
に
佐
賀
新
聞
ひ
び
の
サ
イ
ト
よ
り
）

吉
野
ヶ
里
町

吉
野
ケ
里
歴
史
公
園

開
園
20
周
年
　
花
と
絵
で
節
目
祝
う

子
ど
も
た
ち
ら
セ
レ
モ
ニ
ー

　

吉
野
ケ
里
歴
史
公
園
（
神
埼
市

郡
）
で
21
日
、
開
園
20
周
年
を
記

念
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ
っ
た
。

壁
に
季
節
の
花
な
ど
が
飾
ら
れ
た

「
フ
ラ
ワ
ー
ウ
ォ
ー
ル
」（
高
さ
２

メ
ー
ト
ル
、
幅
６
メ
ー
ト
ル
）
が

披
露
さ
れ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
が

テ
ン
ト
に
絵
を
描
い
た
り
し
て
節

目
を
祝
っ
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
山
口
祥
義
知
事

や
国
営
海
の
中
道
海
浜
公
園
事
務

所
の
平
塚
勇
司
所
長
ら
が
出
席

し
、
フ
ラ
ワ
ー
ウ
ォ
ー
ル
の
前
で

吉
野
ヶ
里
保
育
園（
吉
野
ヶ
里
町
）

の
園
児
と
一
緒
に
ロ
ベ
リ
ア
の
花

を
植
え
た
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ミ
ヤ
ザ
キ
ケ

ン
ス
ケ
さ
ん
（
42
）
＝
佐
賀
市
出

身
＝
と
仁
比
山
小
（
神
埼
市
）
の

５
年
生
25
人
に
よ
る
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
あ
り
、
園
内
に
設
置

す
る
テ
ン
ト
に
イ
ラ
ス
ト
を
描
い

た
。
参
加
し
た
藤
原
莉
緒
さ
ん
は

「
大
き
な
絵
を
み
ん
な
で
描
い
て

楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

同
公
園
は
２
０
０
１
年
４
月
２

１
日
に
開
園
し
た
。
24
日
か
ら
５

月
５
日
ま
で
の
期
間
で
土
日
祝
日

は
西
口
エ
リ
ア
の
入
園
料
が
無
料

に
な
り
、
３
、
４
の
両
日
は
全
園

で
無
料
に
な
る
。

◆
２
０
２
１
年
４
月
21
日

み
や
き
町

古
賀
稔
彦
さ
ん
の
偉
業
伝
え
る
　

柔
道
の
心
構
え
パ
ネ
ル
に

　
「
平
成
の
三
四
郎
」
と
し
て
親

し
ま
れ
、
３
月
に
53
歳
で
亡
く

な
っ
た
柔
道
家
・
古
賀
稔
彦
さ
ん

＝
三
養
基
郡
み
や
き
町
出
身
＝
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
描
か
れ
た
パ
ネ
ル

が
、
佐
賀
市
の
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ

イ
ズ
パ
ー
ク
総
合
体
育
館
の
柔
道

場
入
口
に
登
場
し
た
。
古
賀
さ
ん

の
功
績
を
後
世
に
伝
え
、
若
い
ア

ス
リ
ー
ト
の
志
を
育
む
場
に
す

る
。

　

パ
ネ
ル
は
縦
１
メ
ー
ト
ル
、
横

３
メ
ー
ト
ル
。
２
０
１
９
年
９
月

の
山
口
祥
義
知
事
と
の
対
談
で

語
っ
た
、「
勝
つ
こ
と
も
大
切
だ

が
、
恩
返
し
の
言
葉
や
行
動
を
示

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
柔
道
を
す

る
上
で
の
心
構
え
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の

偉
業
を
た
た
え
る
巨
大
パ
ネ
ル

（
縦
３
メ
ー
ト
ル
、
横
３
・
５
メ
ー

ト
ル
、
幅
１
メ
ー
ト
ル
）
も
設
置

さ
れ
た
。

　

７
月
31
日
に
あ
っ
た
除
幕
式

で
、
山
口
知
事
が
「
佐
賀
国
ス
ポ

に
向
け
て
躍
動
で
き
る
よ
う
見

守
っ
て
い
た
だ
き
、
と
も
に
歩
ん

で
い
け
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
。
古

賀
さ
ん
が
小
学
時
代
に
所
属
し
て

い
た
中
原
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
の
生

徒
３
人
も
出
席
し
、
平
野
力
輝
さ

ん
＝
中
原
中
３
年
＝
は
「
古
賀
さ

ん
の
よ
う
に
強
い
だ
け
で
は
な

く
、
優
し
い
選
手
に
な
れ
る
よ
う

練
習
に
励
み
た
い
」
と
決
意
を

語
っ
た
。

　

こ
の
日
は
、
古
賀
さ
ん
が
１
９

９
２
年
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
で
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
日
で
も
あ
っ

た
。
母
・
愛
子
さ
ん
（
79
）
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
み
な
が
ら
、「
柔
道

一
筋
だ
っ
た
息
子
の
性
格
そ
の
ま

ま
。
感
無
量
で
す
」
と
ほ
ほ
え
ん

だ
。

　

県
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
推
進
グ
ル
ー
プ
が
制
作
。

県
や
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
ら
官
民
連

携
で
銅
像
も
設
置
す
る
予
定
で
、

県
の
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
を
通
じ

て
寄
付
金
を
募
っ
て
い
る
。

◆
２
０
２
１
年
７
月
31
日

鳥
栖
市

鳥
栖
ビ
ル
跡
、
広
場
に
活
用

駅
周
辺
整
備
で
先
行
取
得

に
ぎ
わ
い
創
出
へ
催
し
も

　

鳥
栖
市
は
、
鳥
栖
駅
周
辺
整
備

計
画
で
先
行
取
得
し
て
い
た
Ｊ
Ｒ

鳥
栖
駅
前
の
旧
鳥
栖
ビ
ル
跡
地
を

吉野ヶ里町

人口 男7,985人 女8,345人

国営吉野ケ里歴史公園（神埼市郡）が21日、
2001年の開園から20周年を迎えた。公園内
では山口祥義知事（左から５人目）らが参加し
て記念セレモニーがあり、壁に季節の花などが
飾られた「フラワーウォール」が披露された。

開園20周年記念セレモニーで
花壇に花を植える参加者

開園20周年を迎え、アーティ
ストのミヤザキケンスケさん
とテントに絵を描いた仁比山
小の児童たち

鳥栖市

人口 男35,526人 女38,732人

現在は白いパネルで囲われ、利
用されていない旧鳥栖ビル跡地

みやき町

人口 男12,179人 女13,352人

パネルの前で記念撮影する（後列は左
から）中原少年柔道クラブの平野忻二
さん、古賀愛子さん、山口祥義知事

（税理士　4名　・　社会保険労務士1名）

■　福岡オフィス　福岡市中央区天神4丁目1-17-6F ☎092-717-8212
■　伊万里オフィス　伊万里市立花町1604番地26 ☎0955-23-3131

【事業内容】 ～　初回　ご面談　30分　無料　（資料作成は別途　・　完全予約制　　　～

■　不動産オーナー様のご相談　（　法人化　・　売却時の税金　・　資金収支　・意思決定資料作成　）

■　相続のご相談　（　法人化　・　現況分析　・　納税資金貯蓄対策　・　将来的な収支とスキーム構築）

■　法人の二代目育成　・　事業承継対策　・　法人の株価の把握と対策　・　二代目のマンツーマン勉強会

税理士法人ノリタ
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駅
前
広
場
と
し
て
整
備
し
、
暫
定

的
に
活
用
す
る
。
イ
ベ
ン
ト
活
用

も
可
能
な
広
場
と
、
待
ち
合
わ
せ

に
利
用
で
き
る
長
い
ベ
ン
チ
や
屋

根
付
き
の
あ
ず
ま
や
な
ど
を
設
置

す
る
。
一
帯
の
整
備
計
画
が
再
び

動
き
出
す
ま
で
の
利
用
と
し
、
駅

前
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
的
と
す

る
催
し
な
ど
へ
の
貸
し
出
し
も
検

討
し
て
い
る
。

　

駅
前
交
番
の
西
側
１
４
４
０
平

方
メ
ー
ト
ル
の
ビ
ル
跡
地
を
ブ

ロ
ッ
ク
舗
装
の
広
場
や
園
路
、
芝

生
地
に
、
広
場
か
ら
西
側
４
８
０

平
方
メ
ー
ト
ル
の
旧
駐
車
場
を
コ

イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
（
約
17
台
分
）

に
整
備
す
る
。
本
年
度
、
計
５
６

６
０
万
円
を
か
け
て
整
備
工
事
を

行
い
、
広
場
は
22
年
４
月
ご
ろ
か

ら
、
駐
車
場
は
来
年
度
に
ロ
ッ
ク

板
や
精
算
機
を
設
置
し
て
22
年
７

月
以
降
の
利
用
開
始
を
予
定
し
て

い
る
。

　

跡
地
（
鳥
栖
ビ
ル
と
駐
車
場
の

敷
地
）
は
、
市
が
駅
周
辺
整
備
用

地
と
し
て
２
０
１
７
年
に
購
入
し

た
が
、
18
年
12
月
に
整
備
計
画
を

断
念
し
、
白
い
パ
ネ
ル
で
仮
囲
い

し
て
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

19
年
９
月
、
鳥
栖
商
工
会
議
所
が

暫
定
活
用
に
向
け
、
市
と
協
議
を

求
め
て
要
望
書
を
提
出
。
市
と
会

議
所
で
協
議
を
重
ね
て
利
用
案
を

ま
と
め
た
。

　

暫
定
整
備
は
市
議
会
一
般
質
問

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
市
の
担
当

者
は
「
２
０
１
５
年
度
に
実
施
し

た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、『
駅
周

辺
に
待
ち
合
わ
せ
な
ど
の
空
間
が

少
な
い
』
と
い
っ
た
声
が
多
か
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
た
」
と
説
明
。

議
員
か
ら
は
「
高
校
生
ら
若
い
世

代
が
交
流
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
場
に
す
る
な
ど
面
白

い
活
用
が
で
き
な
い
か
」
と
の
提

案
も
出
さ
れ
た
。

◆
２
０
２
１
年
５
月
19
日

太
良
町

石
井
さ
ん
と
平
野
さ
ん
全
国
Ｖ

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
ペ
ア
組
み
四
半

世
紀

　

今
夏
、
群
馬
県
で
あ
っ
た
年
齢

別
で
争
う
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
全
国

大
会
「
第
48
回
全
日
本
レ
デ
ィ
ー

ス
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
個
人
戦
大
会
」

で
、
太
良
町
の
石
井
み
ち
子
さ
ん

（
67
）
と
基
山
町
の
平
野
幸
子
さ

ん
（
69
）
の
ペ
ア
が
初
優
勝
に
輝

い
た
。
ペ
ア
を
組
ん
で
お
よ
そ
25

年
。
二
人
は
「
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い

て
、
こ
の
年
ま
で
テ
ニ
ス
が
で
き

る
こ
と
は
幸
せ
」
と
プ
レ
ー
を
楽

し
み
、
コ
ー
ト
を
走
り
続
け
て
い

る
。

　

二
人
は
満
65
歳
以
上
の
部
「
は

ぎ
ブ
ロ
ッ
ク
」
に
出
場
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
出

場
者
は
少
な
か
っ
た
が
、
準
決
勝

と
決
勝
の
相
手
は
、西
日
本
１
位
、

東
日
本
１
位
の
強
豪
ペ
ア
だ
っ

た
。
準
決
勝
は
レ
シ
ー
ブ
で
相
手

を
崩
し
て
快
勝
し
、
決
勝
は
最
終

ゲ
ー
ム
ま
で
も
つ
れ
る
接
戦
を
制

し
、
62
組
の
頂
点
に
立
っ
た
。
平

野
さ
ん
は
「
挑
戦
者
と
い
う
立
場

で
気
負
わ
ず
プ
レ
ー
が
で
き
た
の

が
良
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

石
井
さ
ん
は
中
高
大
学
、
一
般

と
競
技
を
続
け
た
。
出
産
な
ど
で

一
時
競
技
を
離
れ
た
が
、
子
育
て

が
一
段
落
し
た
30
代
後
半
か
ら
本

格
的
に
練
習
を
再
開
し
た
。
平
野

さ
ん
は
結
婚
を
機
に
20
代
後
半
か

ら
競
技
を
始
め
た
。
互
い
に
ペ
ア

を
探
す
中
で
、
前
衛
後
衛
や
年
齢

の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
結
成
し
て
四
半

世
紀
に
な
る
。
住
む
場
所
が
離
れ

て
い
る
た
め
、
普
段
は
所
属
す
る

ク
ラ
ブ
で
そ
れ
ぞ
れ
が
練
習
に
励

み
、
月
に
１
、
２
度
同
じ
練
習
会

に
参
加
し
て
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
っ
て

い
る
。

　

コ
ー
ト
は
二
人
の
居
場
所
に

な
っ
て
い
る
。「
お
し
ゃ
べ
り
に

来
る
だ
け
で
安
心
す
る
」
と
話
す

平
野
さ
ん
に
石
井
さ
ん
も
深
く
う

な
ず
く
。
二
人
は
「
同
年
代
が
相

手
の
大
会
で
、
若
い
人
と
無
理
し

て
試
合
を
し
な
く
て
い
い
か
ら
楽

し
い
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
に
ぴ
っ
た
り
」
と
勧
め
、

「
少
し
で
も
う
ま
く
な
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
は
今
で
も
あ
る
」。

た
ゆ
ま
ぬ
向
上
心
で
コ
ー
ト
に
向

か
う
。

◆
２
０
２
１
年
10
月
９
日

武
雄
市

≪
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
≫
武
雄
温

泉
ー
長
崎
　
レ
ー
ル
つ
な
が
る

　

鉄
道
・
運
輸
機
構
は
、
九
州
新

幹
線
長
崎
ル
ー
ト
の
最
後
の
レ
ー

ル
敷
設
工
事
が
長
崎
市
の
長
崎
駅

構
内
で
完
了
し
、
武
雄
市
の
武
雄

温
泉
駅
と
１
本
の
レ
ー
ル
で
つ
な

が
っ
た
と
６
日
に
発
表
し
た
。

　

敷
設
工
事
は
４
日
に
行
わ
れ

た
。
今
後
は
２
０
２
２
年
秋
の
暫

定
開
業
に
向
け
て
駅
舎
の
建
設
工

事
や
、
新
幹
線
の
走
行
に
必
要
な

電
力
を
供
給
す
る
電
気
設
備
工
事

な
ど
を
進
め
る
。
線
路
が
安
全
に

走
行
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
検

査
も
、
工
事
と
並
行
し
て
順
次
実

施
す
る
。

　

機
構
は
レ
ー
ル
敷
設
の
完
了
を

記
念
し
、
長
崎
駅
構
内
で
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
く
予
定
だ
っ
た
が
、
長

崎
県
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
対
象

に
な
っ
て
い
た
た
め
見
送
っ
た
。

　

長
崎
ル
ー
ト
武
雄
温
泉

－

長
崎

太良町

人口 男3,844人 女4,282人

全日本レディースソフトテニスの
はぎブロックで優勝した石井みち
子さん（左）と平野幸子さんペア

武雄市

人口 男22,730人 女25,232人

長崎駅構内でつながった新幹線
のレール（鉄道・運輸機構提供）
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は
フ
ル
規
格
区
間
で
、
総
延
長
は

約
67
キ
ロ
。
佐
賀
県
内
で
は
武
雄

温
泉
駅
と
嬉
野
市
の
嬉
野
温
泉
駅

に
停
車
す
る
。
武
雄
市
は
６
月
に

Ｐ
Ｒ
動
画
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

公
開
、
嬉
野
温
泉
駅
に
は
８
月
中

旬
に
駅
名
板
が
取
り
付
け
ら
れ
る

な
ど
、
開
業
に
向
け
て
の
機
運
づ

く
り
が
進
ん
で
い
る
。

◆
２
０
２
１
年
９
月
７
日

多
久
市

多
久
聖
廟
史
蹟
指
定
１
０
０
年

改
修
重
ね
創
建
当
初
の
姿
に

　

明
治
維
新
以
降
、
急
激
な
近
代

化
に
よ
っ
て
、鉄
道
や
工
場
な
ど
、

大
規
模
な
土
地
開
発
が
盛
ん
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
歴
史
的
な
建
造
物
や

史
跡
、
貴
重
な
自
然
が
破
壊
さ
れ

る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
た

め
、
１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
、

「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
２
１

年
に
多
久
聖
廟
は
史
蹟
に
指
定
さ

れ
、
今
年
は
１
０
０
年
目
と
い
う

節
目
の
年
で
す
。

　

多
久
聖
廟
は
明
治
に
な
っ
て
旧

領
主
多
久
家
の
庇
護
（
ひ
ご
）
を

失
い
、
暴
風
雨
に
あ
っ
て
石
門
が

倒
壊
す
る
な
ど
荒
廃
し
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
寄
付
を
募
り
、
１
９

０
７
年
か
ら
２
年
に
わ
た
っ
て
、

礎
石
、
礎
盤
を
取
り
替
え
、
屋
根

を
銅
板
葺
き
に
改
め
る
な
ど
の
大

改
修
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

史
蹟
指
定
の
後
、
１
９
３
３
年

に
は
「
国
宝
保
存
法
」
に
よ
り
国

宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
５

０
（
昭
和
25
）
年
、「
文
化
財
保

護
法
」
の
制
定
に
よ
り
国
宝
か
ら

重
要
文
化
財
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
雨
漏
り
や
シ
ロ
ア
リ

の
害
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
１

９
８
７
年
か
ら
４
年
間
か
け
て
大

修
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
工
事

中
、
境
内
の
樹
木
を
移
植
す
る
穴

を
掘
っ
て
い
た
時
に
鬼
瓦
が
発
見

さ
れ
、
も
と
も
と
屋
根
が
瓦
葺
き

だ
っ
た
証
拠
と
な
り
、
瓦
葺
き
に

葺
き
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

史
蹟
指
定
か
ら
１
０
０
年
、
多

久
聖
廟
は
創
建
当
初
の
姿
を
取
り

戻
し
、
今
も
多
久
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

多
久
市
郷
土
資
料
館
で
は
、
15

日
か
ら
４
月
４
日
ま
で
、「
多
久

聖
廟
史
蹟
指
定
１
０
０
年
」
展
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。（
志
佐
喜
栄
・
多
久
市
郷

土
資
料
館
）

◆
２
０
２
１
年
１
月
12
日

白
石

人
引
き
つ
け
町
を
活
性
化

　

26
日
告
示
の
杵
島
郡
白
石
町
長

選
で
、
無
投
票
で
３
期
目
の
当
選

を
果
た
し
た
現
職
の
田
島
健
一
氏

（
70
）
＝
福
富
下
分
＝
が
佐
賀
新

聞
社
な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

じ
た
。
今
後
４
年
間
の
方
針
と
し

て
、「
道
の
駅
し
ろ
い
し
」
や
観

光
資
源
を
生
か
し
た
活
性
化
に
加

え
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を
目

指
す
考
え
を
示
し
た
。

―
前
回
２
０
１
７
年
の
選
挙
に
続

い
て
無
投
票
だ
っ
た
。

　

前
回
以
上
に
重
み
が
あ
る
。
全

員
か
ら
票
を
頂
い
た
こ
と
と
同
じ

で
、
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
し
て
も

ら
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
死
に
物

狂
い
で
頑
張
り
た
い
。

―
21
年
度
中
の
有
明
沿
岸
道
路
の

福
富
イ
ン
タ
ー
開
通
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は
。

　

道
の
駅
し
ろ
い
し
に
は
年
間
50

万
人
近
い
人
が
訪
れ
て
い
る
。
イ

ン
タ
ー
が
開
通
す
れ
ば
福
岡
―
長

崎
間
の
往
来
時
な
ど
に
、
休
憩
や

食
事
の
場
所
に
も
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
よ
り
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ

た
い
。
開
通
後
は
、
さ
ら
に
多
く

の
人
が
町
を
訪
れ
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
。
町
内
の
杵
島
山
や
有
明

海
岸
に
も
人
を
引
き
付
け
る
仕
掛

け
を
し
て
い
き
た
い
。

―
人
口
減
少
対
策
と
し
て
新
し
い

施
策
は
。

　

町
は
人
口
減
少
率
が
県
内
で
も

高
い
。
人
口
を
増
や
す
こ
と
は
難

し
い
と
思
う
が
、
交
流
人
口
の
増

加
を
目
指
し
た
い
。
す
ぐ
に
定
住

や
移
住
に
結
び
つ
か
な
く
て
も
、

景
色
や
豊
か
な
自
然
を
感
じ
て
も

ら
い
、「
住
み
た
い
」
と
思
え
る

町
に
し
た
い
。
お
金
に
よ
る
補
助

だ
け
で
は
定
住
に
は
つ
な
が
ら
な

い
と
思
う
。
い
ま
住
ん
で
い
る
人

に
「
住
み
や
す
い
町
」
と
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
次
の
世
代
に
も

思
い
が
伝
わ
る
と
考
え
る
。

―
３
期
目
は
何
を
重
点
的
に
取
り

組
む
の
か
。

　
「
町
の
活
性
化
」
と
「
安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
力
を
入
れ

た
い
。
活
性
化
の
た
め
に
は
交
流

人
口
を
増
や
し
た
い
が
、
町
内
に

は
泊
ま
る
場
所
が
少
な
い
。
こ
れ

か
ら
の
観
光
と
し
て
は
他
市
と
連

携
し
、
導
線
を
つ
く
る
こ
と
も
重

要
に
な
る
と
思
う
。
減
災
・
防
災

の
た
め
に
治
水
対
策
に
も
取
り
組

み
た
い
。
低
平
地
の
浸
水
対
策
だ

け
で
な
く
、
海
岸
部
の
塩
害
被
害

を
な
く
す
対
策
も
検
討
し
な
い
と

い
け
な
い
。

―
学
校
統
合
再
編
審
議
会
か
ら
昨

年
、
小
学
校
を
８
か
ら
２
校
へ
、

中
学
校
を
３
か
ら
１
校
に
統
合
再

多久市

人口 男8,554人 女9,750人

多久聖廟の
史蹟指定記
念碑（1924
年建立）

白石町

人口 男10,359人 女11,725人

杵島郡白石町
長選で3期目
の当選を果た
し、今後の町
政について抱
負を述べた田
島健一氏
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編
す
る
審
議
結
果
が
答
申
さ
れ

た
。

　

24
年
度
の
開
校
を
目
指
す
中
学

校
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
開
い

た
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
準
備
委

員
会
で
協
議
が
進
む
だ
ろ
う
。
だ

だ
、
審
議
会
が
議
論
を
始
め
た
19

年
か
ら
２
年
が
経
過
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で

結
婚
や
出
生
数
の
減
少
が
予
想
さ

れ
、
少
子
化
が
さ
ら
に
進
む
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
統
合
再
編
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
が
も
た
ら
す
実
情
も

見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
２
０
２
１
年
１
月
27
日

佐
賀
市

新
し
い
風
取
り
入
れ
た
い

　

県
都
・
佐
賀
市
の
新
市
長
に
選

ば
れ
た
坂
井
英
隆
氏
（
41
）。
投

開
票
か
ら
一
夜
明
け
た
18
日
、
選

挙
戦
を
振
り
返
り
、
市
政
運
営
へ

の
意
欲
を
示
し
た
。

―
当
選
か
ら
一
夜
明
け
、
今
の
気

持
ち
は
。

　

支
援
し
、
輪
を
広
げ
て
い
た
だ

い
た
人
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
だ
。
４
万
人
を
超
え
る

市
民
に
名
前
を
書
い
て
い
た
だ
い

た
こ
と
へ
の
感
謝
と
、
責
任
の
重

さ
を
感
じ
て
い
る
。

―
新
人
６
人
に
よ
る
過
去
に
な
い

混
戦
だ
っ
た
。
勝
因
は
。

　

新
人
で
名
前
も
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
そ
の
中
で
、
無
所
属

で
、
自
民
党
推
薦
も
頂
い
た
が
、

無
党
派
層
も
含
め
て
支
援
の
輪
が

広
が
っ
て
い
っ
た
の
を
肌
で
感
じ

た
。
同
世
代
、
女
性
も
含
め
、
思

い
に
共
感
し
て
輪
を
広
げ
て
も
ら

い
、
少
し
ず
つ
輪
が
広
が
っ
て

い
っ
た
。

―
投
票
率
は
５
６
・
０
３
％
。
合

併
後
最
低
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　

分
か
り
や
す
い
市
政
、
分
か
り

や
す
い
政
治
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。
何
が
起
き
て
い
て
、
何
が
課

題
な
の
か
分
か
る
よ
う
に
情
報
発

信
し
、
そ
の
上
で
皆
さ
ん
と
と
も

に
新
し
い
佐
賀
市
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
。

―
自
民
市
議
の
会
派
が
割
れ
、
保

守
分
裂
に
。
ど
の
よ
う
に
し
こ
り

を
解
消
す
る
か
。

　

地
域
事
情
や
培
っ
た
人
脈
も
あ

る
。
割
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
致

し
方
な
い
。
こ
れ
か
ら
私
自
身
が

よ
り
広
く
理
解
を
得
て
い
き
、
考

え
に
共
鳴
し
て
い
た
だ
き
、
共
に

新
し
い
佐
賀
市
を
築
い
て
い
き
た

い
。

―
選
挙
戦
で
秀
島
市
政
の
継
承
か

刷
新
か
を
争
点
に
掲
げ
た
。
路
線

は
見
直
す
の
か
。

　

秀
島
市
長
は
合
併
後
、
一
体

感
を
重
視
し
て
運
営
さ
れ
て
き

た
。
敬
意
を
表
し
、
見
習
い
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
一
方
、
人
口
減

少
や
災
害
の
頻
発
な
ど
環
境
は
変

わ
っ
て
い
る
。
新
し
い
風
を
取
り

入
れ
、
さ
ら
に
良
く
し
て
い
き
た

い
。

―
人
事
や
行
財
政
改
革
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

国
土
交
通
省
で
働
い
た
経
験
か

ら
、
一
人
一
人
の
職
員
が
個
性
を

発
揮
し
、
創
意
工
夫
を
す
る
と
、

チ
ー
ム
の
総
合
力
が
上
が
る
と
感

じ
て
い
る
。
課
題
が
専
門
化
し
、

複
雑
化
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ

の
傾
向
は
強
ま
っ
て
い
る
。
市
役

所
に
は
、
経
験
豊
か
な
人
、
こ
の

分
野
に
は
強
い
、
と
い
う
人
が
い

る
。
私
に
な
い
強
み
を
持
つ
人
と

共
に
チ
ー
ム
と
し
て
一
体
感
を
持

ち
、
個
性
を
生
か
せ
る
よ
う
に
し

た
い
。
人
事
に
つ
い
て
も
「
こ
の

分
野
に
強
い
」
と
い
う
人
を
育
て

た
い
。
職
員
の
強
み
を
生
か
し
、

ト
ー
タ
ル
で
力
を
発
揮
す
る
組
織

を
目
指
す
。

―
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
つ
い
て
は

継
続
を
表
明
し
て
い
る
。
ど
う
軌

道
に
乗
せ
る
の
か
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
は
循
環
型
社

会
の
実
現
と
い
う
理
念
で
、
先
端

を
行
く
事
業
。
こ
れ
か
ら
も
必
要

だ
と
思
っ
て
い
る
。
外
に
い
た
人

間
な
の
で
、
事
業
の
詳
細
を
し
っ

か
り
把
握
し
、
見
直
し
が
必
要
な

部
分
に
つ
い
て
は
費
用
対
効
果
の

面
を
含
め
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
が

で
き
る
か
考
え
て
い
き
た
い
。

◆
２
０
２
１
年
10
月
19
日

江
北
町

肥
前
山
口
駅
北
口
にコンテナショッ
プ

江
北
町
、
周
辺
整
備
が
本
格
化

に
ぎ
わ
い
創
出
目
指
す

　

江
北
町
は
町
内
の
Ｊ
Ｒ
肥
前
山

口
駅
の
北
口
に
コ
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
を
整
備
す
る
。
大
小
の
コ
ン
テ

ナ
５
個
を
並
べ
、
テ
ナ
ン
ト
を

募
っ
て
来
春
の
開
店
を
目
指
す
。

線
路
を
ま
た
い
で
町
の
南
北
を
結

ぶ
「
自
由
通
路
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
も
着
手
し
、
駅
周
辺
整
備
が

本
格
化
す
る
。

　

用
地
は
駅
北
口
の
約
７
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
。
現
在
は
Ｊ
Ｒ
九
州

の
所
有
地
で
、
既
に
飲
食
店
な
ど

が
入
っ
て
い
た
建
物
が
解
体
さ

れ
、
歩
道
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

町
は
歩
道
整
備
後
の
土
地
と
Ｊ
Ｒ

九
州
が
運
営
し
て
い
る
駐
車
場
の

一
部
を
購
入
し
、
整
備
す
る
。

　

約
12
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン
テ
ナ
２

個
、
６
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン
テ
ナ
３

個
を
導
入
し
、
店
舗
に
す
る
。
店

の
内
容
や
数
、
テ
ナ
ン
ト
料
な
ど

は
こ
れ
か
ら
詰
め
る
。
概
要
が
ま

江北町

人口 男4,463人 女5,110人

来年4月の開店を目指してコンテナ
ショップが整備されるJR肥前山口
駅北側の用地。駅の自由通路（中央）
も来年度にリニューアルされる

佐賀市

人口 男110,205人 女123,261人

佐賀市長選の
投開票から一
夜明け、初当
選の感想や政
策の方向性に
ついて見解を
示した坂井英
隆氏
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と
ま
れ
ば
、
町
内
外
か
ら
広
く
テ

ナ
ン
ト
入
店
者
を
募
る
。
新
し
く

起
業
す
る
人
な
ど
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
も
考
え
る
。
来
年
４
月

の
開
店
を
目
指
す
。

　

町
地
域
振
興
課
は
「
以
前
は
駅

前
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
っ
た
場
所
。
コ

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
新
た
な
に
ぎ

わ
い
を
創
出
し
た
い
」
と
話
す
。

　

自
由
通
路
は
約
１
０
０
メ
ー
ト

ル
で
、
階
段
を
含
め
て
床
や
窓
、

照
明
な
ど
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

計
画
。
本
年
度
に
設
計
を
終
え
、

来
年
度
に
整
備
す
る
。
九
州
新
幹

線
長
崎
ル
ー
ト
が
暫
定
開
業
す
る

来
年
秋
ご
ろ
に
合
わ
せ
て
駅
名
が

「
江
北
駅
」
に
改
称
さ
れ
る
ま
で

に
整
備
を
終
え
る
。

◆
２
０
２
１
年
５
月
６
日

玄
海
町

玄
海
町
議
選
無
投
票
、
定
数
割
る

欠
員
1
、
２
０
２
２
年
夏
に
補
選

　

任
期
満
了
に
伴
う
佐
賀
県
東
松

浦
郡
玄
海
町
議
選
（
定
数
10
）
は

21
日
告
示
さ
れ
、
現
職
７
人
、
新

人
２
人
の
計
９
人
以
外
に
立
候
補

の
届
け
出
が
な
く
、
初
め
て
定
数

を
割
り
込
ん
で
無
投
票
当
選
が
決

ま
っ
た
。
無
投
票
は
２
０
１
３
年

以
来
８
年
ぶ
り
で
、
１
９
５
６
年

の
町
制
施
行
後
で
は
２
回
目
。
町

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
来
年
８
月

の
任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
と
同

日
程
で
町
議
補
選
（
欠
員
１
）
を

実
施
す
る
考
え
を
示
し
た
。

　

佐
賀
県
選
管
に
よ
る
と
、
県
内

市
町
の
議
員
選
で
定
数
割
れ
が
生

じ
た
の
は
、
県
内
で
は
２
０
０
５

年
ご
ろ
に
本
格
化
し
た
「
平
成
の

大
合
併
」
以
降
初
め
て
。

　

当
選
し
た
９
人
は
い
ず
れ
も
無

所
属
で
、
任
期
は
30
日
か
ら
２
０

２
５
年
９
月
29
日
ま
で
。

　

玄
海
町
議
会
は
、
13
年
の
町
議

選
（
定
数
12
）
が
無
投
票
に
な
っ

た
こ
と
を
受
け
、
17
年
の
選
挙
で

定
数
を
２
議
席
削
減
し
た
。
今
回
、

立
候
補
予
定
者
説
明
会
に
は
11
陣

営
が
出
席
し
た
が
、
現
職
の
一
人
が

９
月
議
会
最
終
日
に
退
任
を
表
明
、

別
の
現
職
も
高
齢
な
ど
を
理
由
に

最
終
的
に
立
候
補
を
見
送
っ
た
。

　

町
選
管
は
、
欠
員
数
が
公
選
法

で
定
め
ら
れ
た
定
数
の
６
分
の
１

を
超
え
て
い
な
い
た
め
直
ち
に
補

選
を
行
う
こ
と
は
せ
ず
、
来
年
夏

の
町
議
補
選
で
補
う
方
針
を
示

す
。
無
投
票
を
受
け
、
町
選
管
事

務
局
は
「
選
挙
公
営
制
度
の
周
知

を
図
る
な
ど
、
立
候
補
し
や
す
い

環
境
に
努
め
る
」
と
コ
メ
ン
ト
を

出
し
た
。

　

県
選
管
に
よ
る
と
、
合
併
前
の

03
年
４
月
の
旧
諸
富
町
と
旧
三
瀬

村
、
05
年
５
月
の
旧
富
士
町
の
議

員
選
で
欠
員
１
の
定
数
割
れ
が
出

て
い
る
。
当
時
を
知
る
佐
賀
市
議

に
よ
る
と
、
05
年
10
月
に
佐
賀
市

と
の
合
併
を
控
え
て
い
た
た
め
、

立
候
補
を
見
送
っ
た
候
補
が
い
た

と
い
う
。

　

玄
海
町
議
会
は
、
18
年
の
町
長

選
に
当
時
町
議
だ
っ
た
脇
山
伸
太

郎
氏
が
出
馬
し
た
こ
と
を
受
け
、

欠
員
１
の
状
態
で
議
会
運
営
を
続

け
て
き
た
。当
選
者
の
一
人
は「
こ

れ
ま
で
９
人
で
議
会
を
回
し
て
き

た
も
の
の
、
新
人
に
い
ろ
い
ろ
と

任
せ
る
の
は
難
し
く
、
現
職
の
負

担
が
増
す
か
も
し
れ
な
い
」
と
話

し
た
。

◆
２
０
２
１
年
９
月
22
日

基
山
町

≪
高
校
野
球
≫
東
明
館
、
初
の
甲

子
園
　
佐
賀
北
を
２
︲
０

　

第
１
０
３
回
全
国
高
校
野
球
選

手
権
佐
賀
大
会
最
終
日
は
25
日
、

佐
賀
市
の
さ
が
み
ど
り
の
森
球
場

で
決
勝
が
あ
り
、
東
明
館
が
佐
賀

北
を
２
―
０
で
下
し
た
。
１
９
８

８
年
の
開
校
と
同
時
に
創
部
し
、

34
年
目
で
春
夏
通
じ
て
初
の
甲
子

園
出
場
を
決
め
た
。

　

シ
ー
ド
校
同
士
の
決
勝
と
な
っ

た
。
東
明
館
は
四
回
、
３
番
井
上

陽
向
選
手
の
左
翼
線
二
塁
打
を
足

が
か
り
に
１
死
三
塁
と
し
、
５
番

窪
山
祥
悟
選
手
が
中
前
打
を
放
っ

て
１
点
を
先
制
。
続
く
打
者
が
四

球
と
内
野
安
打
な
ど
で
２
死
満
塁

の
好
機
を
つ
く
り
、
９
番
今
村
珀

孔
選
手
の
左
前
適
時
打
で
１
点
を

追
加
し
た
。

　

投
げ
て
は
主
戦
の
今
村
選
手
が

走
者
を
背
負
い
な
が
ら
も
佐
賀
北

を
７
安
打
無
失
点
と
完
封
。
野
手

も
無
失
策
で
応
え
た
。

　

全
国
大
会
は
８
月
９
日
、
兵
庫

県
西
宮
市
の
阪
神
甲
子
園
球
場
で

開
幕
す
る
。
同
３
日
に
組
み
合
わ

せ
抽
選
会
が
行
わ
れ
る
。

　

甲
子
園
で
１
勝
を　

東
明
館
・

豊
福
弘
太
監
督
の
話

　

昨
年
の
秋
に
甲
子
園
（
今
春
の

選
抜
大
会
）
出
場
を
逃
し
、
悔
し

い
思
い
を
し
て
き
た
。
大
会
を
通

じ
て
た
く
ま
し
く
な
っ
て
い
く
選

手
の
姿
を
見
て
、
す
ご
い
な
、
あ

り
が
と
う
と
い
う
気
持
ち
。
こ
こ

か
ら
も
う
一
度
鍛
え
、
佐
賀
県
代

表
と
し
て
甲
子
園
で
な
ん
と
か
一

つ
勝
ち
た
い
。

◆
２
０
２
１
年
７
月
26
日

玄海町

人口 男3,067人 女2,542人

JR肥前山口駅北口に整備され
るコンテナショップ（中央）と
周辺のイメージ図

基山町

人口 男8,177人 女9,079人

決勝・佐賀北－東明館　初の甲子
園出場を決め、歓喜の輪をつくる
東明館の選手たち

東明館
中学校・高校学校

立命館大学・ＡＰＵと教学連携

佐賀県東部の基山町で
新しい教育に挑戦︕

詳しくはホームページ
をご覧ください。

2022年も文部両道、生徒の頑張りをサポートします。

２０２１年の夏 初の甲子園出場！

東
明
館
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー『ソーラ』
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神
埼
市

神
埼
高
92
年
の
歴
史
胸
に
　
現
校

舎
で
最
後
の
終
業
式

８
月
か
ら
新
校
舎
へ

　

佐
賀
県
内
の
多
く
の
小
中
学
、

高
校
で
20
日
、
１
学
期
の
終
業
式

が
行
わ
れ
た
。
８
月
に
新
校
舎
へ

の
移
転
を
予
定
す
る
神
埼
市
の
神

埼
高
は
、
現
校
舎
で
最
後
の
終
業

式
と
な
り
、
在
校
生
３
５
６
人
が

同
校
の
92
年
の
歴
史
に
思
い
を
は

せ
た
。

　

式
で
は
原
口
哲
哉
校
長
が
戦
時

中
の
同
校
の
様
子
な
ど
に
触
れ
、

「
時
代
に
翻
弄
（
ほ
ん
ろ
う
）
さ

れ
な
が
ら
懸
命
に
立
ち
向
か
っ
た

人
た
ち
が
確
か
に
こ
の
学
び
や
に

存
在
し
て
い
た
」と
語
り
掛
け
た
。

　

お
別
れ
会
も
開
か
れ
、
幅
５

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
４
メ
ー
ト
ル
の

布
に
感
謝
の
思
い
を
込
め
た
全
校

生
徒
の
寄
せ
書
き
が
披
露
さ
れ

た
。
生
徒
会
長
の
２
年
の
米
谷
小

春
さ
ん
は
「
新
た
な
気
持
ち
で
頑

張
り
、
こ
れ
か
ら
学
校
を
引
っ

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。
吹
奏
楽
部
に
よ
る
校
歌
の

演
奏
や
、
同
校
卒
業
生
で
タ
レ
ン

ト
の
江
頭
２
：
50
さ
ん
か
ら
の
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
っ
た
。

　

３
年
で
前
生
徒
会
長
の
福
島
昌

輝
さ
ん
は
「
こ
こ
を
離
れ
る
の
は

寂
し
い
が
、
歴
史
と
伝
統
を
継
承

し
な
が
ら
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出

し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

移
転
に
伴
い
新
校
舎
の
見
学
会

が
22
日
に
行
わ
れ
る
。
中
学
生
と

保
護
者
が
対
象
で
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
。
予
約
不
要
。

現
校
舎
か
ら
南
西
に
約
１
・
５
キ

ロ
離
れ
た
県
道
48
号
沿
い
で
、
神

埼
清
明
高
に
隣
接
す
る
。
在
校
生

の
初
登
校
は
８
月
19
日
を
予
定
し

て
い
る
。
同
校
は
１
９
２
９
（
昭

和
４
）
年
４
月
に
前
身
の
神
埼
高

等
女
学
校
が
開
校
し
、
同
年
11
月

に
現
在
地
に
移
転
し
た
。

◆
２
０
２
１
年
７
月
21
日

唐
津

施
設
減
ら
し
行
財
政
改
革
を

　

新
人
と
一
騎
打
ち
に
な
っ
た
唐

津
市
長
選
で
再
選
を
果
た
し
た
現

職
の
峰　

達
郎
氏
（
60
）
が
投
開

票
か
ら
一
夜
明
け
た
１
日
、
唐
津

市
新
興
町
の
事
務
所
で
会
見
を
開

い
た
。
人
口
減
少
と
公
共
施
設
再

編
、
行
財
政
改
革
の
３
つ
が
喫
緊

の
課
題
と
の
認
識
を
示
し
、
東
松

浦
郡
玄
海
町
と
、
原
発
を
含
む
エ

ネ
ル
ギ
ー
行
政
な
ど
を
話
し
合
う

地
域
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
は

「
実
現
に
向
け
て
頑
張
る
」
と
強

調
し
た
。

選
挙
戦
の
振
り
返
り

　

皆
さ
ん
の
期
待
を
受
け
、
緊
張

が
高
ま
っ
て
い
る
。
白
票
に
つ
い
て

は
、
有
権
者
の
思
い
を
託
す
候
補

者
と
し
て
、
認
め
て
も
ら
え
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
。
次
の
４
年
間
で
、

名
前
を
記
し
て
も
ら
え
る
活
動
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
共
施
設
再
編

　

市
内
の
公
共
施
設
の
更
新
や
改

修
に
か
か
る
近
年
の
平
均
試
算
は

年
間
約
75
億
円
。
施
設
を
減
ら

し
、「
荷
物
」
を
減
ら
さ
な
い
と

行
財
政
改
革
に
つ
な
が
っ
て
い
か

な
い
。
呼
子
と
鎮
西
の
市
民
セ
ン

タ
ー
の
統
廃
合
の
問
題
も
市
議
会

か
ら
提
言
が
出
さ
れ
た
。
ア
ク

シ
ョ
ン
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
と
、
議
会
側
か
ら
も
後
押
し
を

い
た
だ
い
た
。
そ
の
た
め
に
説
明

責
任
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
い

く
。
指
定
管
理
に
な
っ
て
い
る
施

設
に
つ
い
て
も
、
民
間
活
用
な
ど

で
運
営
し
て
も
ら
う
施
設
が
増
え

て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

行
財
政
改
革

　

職
員
の
再
配
置
計
画
で
は
人
口

の
１
％
ぐ
ら
い
の
職
員
数
が
理
想

と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
職
員
は
約

１
３
０
０
人
。
人
口
が
12
万
を

切
っ
て
お
り
。
職
員
数
も
改
め
て

検
討
し
な
い
と
い
け
な
い
。
求
め

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
落
と
さ
ず

に
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
で

職
員
が
本
来
の
仕
事
が
で
き
る
よ

う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
の
売
り
上
げ
や
ふ
る
さ

と
納
税
が
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

た
だ
、
安
定
財
源
で
は
な
い
。
安

定
的
な
財
源
を
求
め
る
に
は
市
域

内
で
の
経
済
循
環
や
、
域
外
か
ら

訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
に
加
え
て
マ

ン
パ
ワ
ー
が
必
要
で
、
企
業
誘
致

を
含
め
て
働
く
場
を
つ
く
る
。

人
口
減
少
対
策

　

唐
津
は
農
漁
業
の
生
産
の
場
や

歴
史
文
化
、
食
が
あ
る
。
リ
モ
ー

ト
で
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お

り
、生
産
力
や
観
光
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、

唐
津
の
情
報
を
届
け
た
い
。
小
さ

く
て
も
、
唐
津
の
若
者
た
ち
が
求

め
る
企
業
誘
致
に
も
取
り
組
み
た

い
。

玄
海
町
と
の
協
議
会

　

原
子
力
行
政
を
含
む
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
な
ど
、
幅
広
い
テ
ー
マ

で
話
し
合
う
玄
海
町
と
の
地
域
協

議
会
設
置
は
、
今
は
お
互
い
が
煮

詰
め
て
い
る
時
だ
。
設
置
に
向
け

て
最
終
段
階
の
調
整
に
入
っ
た
。

実
現
に
向
け
て
頑
張
り
た
い
。

◆
２
０
２
１
年
２
月
２
日

開校当初からの学校や生徒の
様子が記録された本を持ち、
神埼高の歴史を振り返る原口
哲哉校長

神埼市

人口 男14,884人 女16,162人

現校舎への感謝を込めた寄せ書
きと記念撮影する生徒たち

唐津市

人口 男55,029人 女62,402人

唐津市長選で
再選を果たし
、今後の市政
について抱負
を述べた峰達
郎氏
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上
峰
町

町
に
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
る

　

三
養
基
郡
上
峰
町
議
選
で
4
戦

を
果
た
し
た
現
職
の
武
広
勇
平
氏

（
41
）
は
投
開
票
か
ら
一
夜
明
け

た
15
日
、
佐
賀
新
聞
社
な
ど
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、
中
心
市
街

地
再
開
発
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
精
力
的
に
取
り
組
む
考

え
を
示
し
た
。

■
選
挙
戦
を
振
り
の
感
想
は
。

　

選
挙
戦
に
な
っ
た
過
去
２
回
と

比
べ
て
非
常
に
厳
し
か
っ
た
が
、

後
援
会
の
皆
さ
ん
の
力
で
勝
て

た
。
相
手
候
補
が
激
し
い
組
織
・

団
体
選
挙
を
繰
り
広
げ
る
中
、
支

援
の
輪
を
広
げ
て
く
れ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
個
人
演
説
会
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
難
し
さ
を

感
じ
た
。
政
策
を
説
明
す
る
場
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

■
中
心
市
街
地
再
開
で
「
遅
れ
て

い
る
」「
説
明
が
な
い
」
と
の
批

判
が
あ
っ
た
。

　

合
同
会
社
の
設
立
を
急
ぐ
。
そ

の
会
社
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
公
共
施

設
は
老
朽
化
し
て
い
る
も
の
か
ら

優
先
的
に
、
で
き
る
だ
け
行
政
負

担
を
減
ら
し
な
が
ら
再
開
発
地
域

に
再
配
備
し
て
い
く
。「
説
明
が

な
い
」
と
い
う
批
判
に
は
十
分
に

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
対
応
し
た
い
。

町
の
広
報
紙
だ
け
で
は
な
く
さ
ま

ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
町

議
会
な
ど
の
公
開
の
場
で
も
詳
細

に
説
明
し
て
い
く
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　

コ
ロ
ナ
前
と
コ
ロ
ナ
後
で
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
容
が
見
ら
れ

る
。
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
に
あ
っ
た

支
援
を
し
て
い
き
た
い
。
コ
ロ
ナ

禍
で
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
人
の
生

活
支
援
は
と
こ
と
ん
や
り
た
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
供
給
量
が
確
定

し
て
お
ら
ず
対
策
を
打
ち
出
し
に

く
い
が
、
必
要
な
の
は
医
療
機
関

と
の
連
携
。
協
議
を
深
め
つ
つ
集

団
接
種
、
個
別
接
種
の
両
方
に
備

え
る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
。

■
大
型
事
業
に
関
し
て
財
政
を
不

安
視
す
る
声
も
あ
る
。
財
政
運
営

に
ど
う
取
り
組
む
か
。

　

町
に
は
健
全
な
財
政
運
営
に
関

す
る
条
例
が
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ

い
て
運
営
す
れ
ば
毎
年
、
借
金
は

減
っ
て
い
く
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
中
心
に
し
た
自
主
財
源
の

確
保
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
安
定

し
た
財
政
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て

い
る
。

■
４
期
目
の
抱
負
を
。

　

イ
オ
ン
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
は
１
期
目
の
政
策
に
も
掲
げ
て

い
た
が
、
周
辺
が
オ
ー
バ
ー
ス
ト

ア
状
態
で
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
。
今
回
は
商
業
施
設
と
い
う
視

点
だ
け
で
な
く
、
町
民
の
活
動
拠

点
と
し
て
整
備
し
て
い
く
。
１
、

２
期
目
の
財
政
健
全
化
を
「
ホ
ッ

プ
」
と
す
る
と
、
３
期
目
の
ソ
フ

ト
事
業
の
拡
充
が
「
ス
テ
ッ
プ
」

だ
と
思
っ
て
い
る
。
４
期
目
は

「
ジ
ャ
ン
プ
」。
飛
躍
し
て
町
に
よ

り
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
。

◆
２
０
２
１
年
３
月
16
日

鹿
島
市

鹿
島
高
に
「
21
世
紀
枠
」
推
薦
状

来
春
の
選
抜
大
会
　
佐
賀
県
高
野

連
が
伝
達
式

　

佐
賀
県
高
校
野
球
連
盟
（
青
木

勝
彦
会
長
）
は
18
日
、
来
春
の
第

94
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
「
21
世

紀
枠
」
の
県
推
薦
校
に
選
ん
だ
鹿

島
に
推
薦
状
を
渡
し
た
。

　

鹿
島
は
今
秋
の
九
州
地
区
高
校

野
球
佐
賀
大
会
で
準
決
勝
ま
で
進

み
、
３
位
決
定
戦
で
は
伊
万
里
実

を
９
―
３
で
破
っ
た
。
鹿
島
は
２

０
１
８
年
に
も
県
推
薦
校
に
選
ば

れ
、
今
回
で
２
度
目
。

　

同
校
は
文
武
両
道
を
高
い
レ
ベ

ル
で
実
践
し
て
お
り
、
限
ら
れ
た

時
間
を
工
夫
し
て
練
習
し
て
い
る

こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

　

伝
達
式
は
佐
賀
市
の
佐
賀
西
高

で
あ
り
、
青
木
会
長
か
ら
推
薦
状

を
受
け
取
っ
た
山
下
康
正
主
将

は
、「
文
武
両
道
が
評
価
さ
れ
て

う
れ
し
い
。
冬
は
ウ
エ
イ
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
視
し
、
春
や
夏

に
戦
え
る
体
を
つ
く
り
た
い
」
と

気
持
ち
を
新
た
に
し
た
。

　

12
月
10
日
に
九
州
・
沖
縄
各
県

の
推
薦
校
８
校
か
ら
選
ば
れ
た
１

校
が
発
表
さ
れ
、
来
年
１
月
28
日

に
全
国
枠
の
３
校
が
決
ま
る
。

◆
２
０
２
１
年
11
月
19
日

小
城
町

遊
水
地
予
定
地
の
対
応
喫
緊

　

小
城
市
長
戦
で
５
選
を
果
た
し

た
現
職
の
江
里
口
秀
次
（
68
）
は

当
選
か
ら
一
夜
明
け
た
29
日
、
佐

賀
新
聞
社
な
ど
の
取
材
に
応
じ

た
。
牛
津
川
流
域
で
の
遊
水
地
の

整
備
に
伴
う
住
民
対
応
を
喫
緊
の

課
題
と
捉
え
、
投
票
率
が
35
％
台

に
と
ど
ま
っ
た
選
挙
結
果
に
つ
い

て
は「
市
民
と
の
対
話
を
増
や
し
、

市
政
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
努

力
が
必
要
」
と
い
う
認
識
を
示
し

た
。 小城市

人口 男20,772人 女23,204人

選 挙 結 果 を 振
り 返 り、 今 後
の 市 政 運 営 に
つ い て 見 解 を
示 し た 江 里 口
秀次氏

鹿島市

人口 男13,140人 女14,775人

青木勝彦会長（左）から推薦状を
受け取る鹿島の山下康正主将

上峰町

人口 男4,454人 女4,841人

4期目の当選を果たし、支持者と
グータッチを交わす武広勇平さん

（中央）

佐賀新聞

https://www.saga-s.co.jp/list/viewer/register

電子版

〒840-8585 佐賀市天神三丁目 2番 23 号
TEL : 0952-28-2111　FAX : 0952-29-7656

〒810-0001 福岡市中央区天神 2-12-1  天神ビル 4階
TEL : 092-751-2648　FAX : 092-751-2697

本社

福岡支社

登録はサイトから

好評配信中!!
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■
選
挙
戦
を
振
り
返
っ
て
感
想

を
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

予
防
で
従
来
と
異
な
る
対
応
を
迫

ら
れ
る
中
、「
集
ま
っ
て
」
で
は

な
く
「
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
姿
勢
で
臨
ん
だ
。
市
内
に
あ
る

１
８
１
の
行
政
区
の
９
割
近
く
で

街
頭
演
説
を
し
、
今
後
４
年
間
の

政
策
、市
政
へ
の
思
い
を
訴
え
た
。

悔
い
な
く
や
れ
た
と
思
っ
て
い
る

が
、
投
票
率
を
見
る
限
り
、
有
権

者
に
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
思
い
も
あ
る
。

■
投
票
率
は
３
５
・
５
５
％
。
過

去
２
番
目
に
低
か
っ
た
。

　

市
民
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
努
力
が
足
り
な
か
っ
た

と
率
直
に
感
じ
て
い
る
。
校
区
ご

と
に
日
替
わ
り
で
街
演
し
た
が
、

日
中
は
仕
事
な
ど
で
自
宅
に
い
な

い
人
も
多
か
っ
た
。
従
来
は
夜
に

開
い
て
い
た
集
会
も
コ
ロ
ナ
対
策

で
実
施
を
見
送
っ
た
た
め
、
市
民

か
ら「
選
挙
を
や
っ
て
い
る
の
か
」

と
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
日

頃
か
ら
地
域
に
溶
け
込
ん
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う

な
仕
事
を
し
て
い
る
か
と
い
う
点

で
も
不
十
分
だ
っ
た
と
思
う
。
コ

ロ
ナ
禍
で
人
と
の
接
触
が
制
限
さ

れ
る
中
、
ど
う
す
れ
ば
意
見
を
聴

い
た
り
、
政
策
を
伝
え
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
や
り
方
を

工
夫
し
な
い
と
い
け
な
い
。

■
投
票
を
し
な
か
っ
た
市
民
の
声

を
ど
う
く
み
取
る
か

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
が
落
ち
着

い
た
ら
、
公
約
に
も
掲
げ
た
市
民

と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
す
る
。

２
年
ほ
ど
か
け
て
全
て
の
行
政
区

を
回
る
つ
も
り
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で

生
活
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
、
地

域
に
ど
ん
な
課
題
が
あ
る
の
か
を

し
っ
か
り
と
聴
い
て
市
政
に
生
か

し
た
い
。

■
今
後
、
重
点
的
に
取
り
組
む
施

策
は
。

　

国
が
計
画
し
て
い
る
遊
水
地
整

備
は
２
０
２
４
年
度
ま
で
の
工
事

完
了
が
予
定
さ
れ
、
待
っ
た
な
し

の
事
業
だ
。
先
頭
を
切
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
地
域
一
帯
の

水
害
軽
減
に
つ
な
が
る
が
、
計
画

地
周
辺
の
住
民
に
と
っ
て
は
住
居

の
移
転
も
伴
う
だ
け
に
根
強
い
不

安
が
あ
る
。
仮
に
集
団
移
転
を
す

る
場
合
、
ど
こ
に
ど
う
や
っ
て
移

る
の
か
、
高
台
の
集
落
も
対
象
に

な
る
の
か
な
ど
、
丁
寧
に
説
明
し

な
い
と
い
け
な
い
課
題
が
山
ほ
ど

あ
る
。
集
落
の
維
持
や
振
興
も
含

め
て
市
が
果
た
す
役
割
は
大
き

い
。
住
民
の
不
安
を
取
り
除
き
、

今
後
の
判
断
材
料
に
な
る
よ
う
な

青
写
真
を
早
急
に
提
供
で
き
る
よ

う
、
国
と
連
携
し
て
進
め
て
い
き

た
い
。

◆
２
０
２
１
年
３
月
30
日

≪
さ
が
未
来
発
見
塾
≫
防
災
か
ご

か
き
競
争
提
案
　
大
町
町
の
中
学

生
ら

　

地
元
の
町
の
未
来
計
画
づ
く
り

に
取
り
組
む
佐
賀
新
聞
社
の
「
さ

が
未
来
発
見
塾
」
に
参
加
し
た
大

町
町
の
中
学
生
が
20
日
、
水
川
一

哉
町
長
に
町
の
目
指
す
姿
や
実
現

へ
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
た
。
防

災
か
ご
か
き
競
争
な
ど
を
企
画
し

「
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
笑
顔
と
活

気
が
あ
ふ
れ
る
町
を
目
指
そ
う
」

と
提
言
し
た
。

　
「
お
お
ま
ち
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
」

と
題
し
、
大
町
町
公
民
館
で
10
人

が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。

町
の
魅
力
と
し
て
杵
島
炭
鉱
の
歴

史
や
炭
鉱
時
代
か
ら
愛
さ
れ
る

シ
ョ
ウ
ガ
風
味
の
牛
骨
ス
ー
プ
め

ん
「
た
ろ
め
ん
」
を
挙
げ
、
課
題

と
し
て
佐
賀
豪
雨
を
経
験
し
た
防

災
や
人
口
減
少
を
指
摘
し
た
。

　

人
口
は
減
っ
て
い
て
も
少
な
い

こ
と
が
逆
に
「
人
の
つ
な
が
り
が

強
く
、
コ
ン
パ
ク
ト
だ
か
ら
町
全

体
が
見
渡
せ
る
と
い
う
町
の
強
み

に
な
る
」
と
し
、「
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
笑
顔
と
活
気
を
広
げ
て
」

と
提
言
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
以
前
あ
っ

た
「
か
ご
か
き
競
争
」
を
防
災
グ
ッ

ズ
を
担
架
に
載
せ
て
避
難
所
を
巡

る
新
し
い
形
で
復
活
さ
せ
る
こ
と

や
、
大
町
を
テ
ー
マ
に
マ
ス
ク
に

絵
を
描
い
て
も
ら
う「
マ
ス
ク
ア
ー

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」、「
た
ろ
め
ん
流

し
」
な
ど
を
提
案
。
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
、
大
規

模
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
子
ど
も
の

主
張
大
会
の
意
見
実
現
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
呼
び
掛
け
た
。

　

水
川
町
長
は
「
町
の
い
い
と
こ

ろ
や
課
題
を
共
有
で
き
た
。
町
を

将
来
に
わ
た
っ
て
元
気
に
し
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ

た
。
実
現
に
向
け
て
話
を
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

さ
が
未
来
発
見
塾
は
、
県
内
の

中
高
生
が
新
聞
紙
面
や
さ
ま
ざ
ま

な
取
材
を
通
し
て
地
元
の
魅
力
や

課
題
を
探
り
、
未
来
計
画
を
つ
く
る

取
り
組
み
。
大
町
町
で
は
大
町
ひ
じ

り
学
園
の
７
、
８
年
生
（
中
学
１
、

２
年
生
）
８
人
と
、
武
雄
青
陵
中

の
１
年
生
１
人
が
３
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
提
案
を
ま
と
め
た
。

◆
２
０
２
１
年
６
月
20
日

嬉
野
市

表
情
豊
か
に
フ
ラ
披
露
嬉
野
市
で

「
う
れ
し
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
」

嬉野市

人口 男11,997人 女13,870人

表情豊かにフラを披露する出演者た
ち＝嬉野市嬉野町の嬉野温泉公園

大町町

人口 男2,903人 女3,402人

さが未来発見塾で「防災かごかき競争」
の開催など町の未来計画を町長に提言す
る大町町の中学生
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今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、
集
っ
て

懇
談
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
む
つ
ご
ろ

の
発
刊
が
遅
れ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
又
、
広
告
掲
載
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
会
員
企
業
の
皆
様
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
じ
っ
と

我
慢
の
時
で
す
。

編  

集  

後  

記
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米
ハ
ワ
イ
の
伝
統
的
な
フ
ラ
を

踊
る
「
う
れ
し
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ

フ
ェ
ス
タ
」
が
17
日
、
嬉
野
市
の

嬉
野
温
泉
公
園
で
開
か
れ
た
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
延
べ
２
７
０

人
が
参
加
。
カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
に

身
を
包
ん
だ
40
チ
ー
ム
が
、
表
情

豊
か
に
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
。

　

フ
ラ
で
嬉
野
の
街
を
元
気
に
し

よ
う
と
、
同
市
を
は
じ
め
佐
賀
県

内
を
中
心
に
約
20
団
体
が
集
ま
っ

た
。
各
チ
ー
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
南

国
の
花
や
植
物
な
ど
が
プ
リ
ン
ト

さ
れ
た
衣
装
に
、
華
や
か
な
首
飾

り
や
髪
飾
り
を
付
け
て
ス
テ
ー
ジ

に
登
場
。
歌
の
意
味
を
、
手
の
動

き
や
足
運
び
を
交
え
て
表
現
し

な
が
ら
踊
っ
た
。
ハ
ワ
イ
ア
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
演
奏
な
ど
も
あ

り
、
来
場
者
は
優
し
い
音
色
に
聞

き
入
っ
て
い
た
。

◆
２
０
２
１
年
10
月
22
日

伊
万
里
市

佐
賀
県
内
５
蔵
元
、
フ
ラ
ン
ス
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
　
焼
酎
と
日

本
酒

　

フ
ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
た
お
酒
の

コ
ン
ク
ー
ル
「
Ｋ
ｕ
ｒ
ａ　

Ｍ
ａ

ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
（
ク
ラ
マ
ス
タ
ー
）」
の

本
格
焼
酎
・
泡
盛
コ
ン
ク
ー
ル
の

麦
焼
酎
部
門
で
、
佐
賀
県
内
か
ら

は
宗
政
酒
造
（
西
松
浦
郡
有
田
町
）

が
プ
ラ
チ
ナ
賞
と
金
賞
を
獲
得
し

た
。
日
本
酒
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

五
町
田
酒
造
（
嬉
野
市
）
な
ど
県

内
４
蔵
元
が
純
米
酒
や
純
米
大
吟

醸
酒
の
部
門
で
金
賞
だ
っ
た
。

　

宗
政
酒
造
の
山
﨑
耕
造
社
長

（
53
）
は
「
誠
に
光
栄
。
佐
賀
の
麦

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
味
。
香
り
も

楽
し
め
る
焼
酎
造
り
に
取
り
組
む

中
で
の
受
賞
は
自
信
に
つ
な
が
る
」

と
話
し
た
。
９
月
の
授
賞
式
で
プ

ラ
チ
ナ
賞
20
点
か
ら
「
プ
レ
ジ
デ

ン
ト
賞
」「
Ｋ
ｕ
ｒ
ａ　

Ｍ
ａ
ｓ
ｔ

ｅ
ｒ
審
査
員
賞
」
が
決
ま
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
人
が
国
内
市
場
向
け

に
開
く
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
本
格
焼

酎
・
泡
盛
コ
ン
ク
ー
ル
は
初
め
て

で
日
本
か
ら
75
蔵
１
６
４
銘
柄
が

出
品
。
日
本
酒
コ
ン
ク
ー
ル
は
５

回
目
で
、
過
去
最
多
の
３
１
２
蔵

９
６
０
点
が
出
品
、
フ
ラ
ン
ス
を

代
表
す
る
ホ
テ
ル
の
ト
ッ
プ
ソ
ム

リ
エ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
オ
ー
ナ
ー
ら

が
審
査
、プ
ラ
チ
ナ
賞
１
０
４
点
、

金
賞
２
１
２
点
が
決
ま
っ
た
。

　

県
内
か
ら
は
純
米
大
吟
醸
酒
部

門
で
五
町
田
酒
造
、
古
伊
万
里
酒

造
（
伊
万
里
市
）、基
山
商
店
（
基

山
町
）
の
３
蔵
元
の
４
銘
柄
、
純

米
酒
部
門
で
五
町
田
酒
造
、
古
伊

万
里
酒
造
、天
山
酒
造
（
小
城
市
）

の
３
蔵
元
５
銘
柄
が
金
賞
を
受
賞

し
た
。

　

さ
が
県
産
品
流
通
デ
ザ
イ
ン
公

社
は
今
回
初
め
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
り
会
場
で
Ｐ
Ｒ

ブ
ー
ス
を
出
展
。
審
査
を
終
え
た

関
係
者
ら
に
フ
ラ
ン
ス
で
流
通
し

て
い
る
県
内
15
蔵
元
の
日
本
酒
を

Ｐ
Ｒ
し
た
。
担
当
者
は
「
フ
ラ
ン

ス
で
の
流
通
量
が
増
え
る
こ
と
を

目
指
し
出
展
し
た
。
商
談
に
つ
な

が
れ
ば
」
と
話
し
た
。

◆
２
０
２
１
年
８
月
３
日

有
田
町

有
田
焼
、
振
興
願
う
「
陶
祖
祭
」

コ
ロ
ナ
早
期
収
束
祈
願
も

　

約
４
０
０
年
前
に
泉
山
陶
石
を

発
見
し
、
日
本
で
初
め
て
磁
器
を

焼
成
し
た
陶
祖
・
李
参
平
に
感
謝

す
る
「
陶
祖
祭
」
が
４
日
、
有
田

町
の
陶
山
神
社
で
開
か
れ
た
。
功

績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
と
、
そ

の
影
響
を
受
け
る
有
田
焼
の
業
績

回
復
や
振
興
を
願
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
昨
年
に
続

い
て
規
模
を
縮
小
し
、
子
孫
の
十

四
代
金
ヶ
江
三
兵
衛
さ
ん
（
60
）

や
窯
業
関
係
者
ら
15
人
で
実
施
し

た
。
陶
祖
の
出
身
地
で
あ
る
韓
国

の
団
体
か
ら
は
献
花
が
あ
っ
た
。

李
参
平
の
碑
に
続
く
町
道
は
一
昨

年
夏
の
災
害
で
通
行
止
め
が
続

き
、
神
事
は
参
道
入
り
口
で
執
り

行
わ
れ
た
。

　

同
祭
実
行
委
員
長
で
有
田
商
工

会
議
所
の
深
川
祐
次
会
頭
（
63
）

は
「
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
２
年
連
続

で
有
田
陶
器
市
が
で
き
な
い
悔
し

さ
が
あ
る
。
業
界
は
先
行
き
が
見

え
な
い
中
で
頑
張
っ
て
お
り
、
早

期
収
束
を
願
う
ば
か
り
」
と
あ
い

さ
つ
。
神
事
後
、「
Ｗ
ｅ
ｂ
有
田

陶
器
市
」
に
つ
い
て
「
参
加
店
の

皆
さ
ん
か
ら
好
調
と
聞
い
て
い

る
」
と
話
し
た
。

◆
２
０
２
１
年
５
月
６
日

福岡市佐賀県人会 検 索

陶祖李参平への感謝を述べ、
有田焼の振興を誓う有田商工
会議所の深川祐次会頭

玉串をささげる 14 代李参平
の金ヶ江三兵衛さん

伊万里市

人口 男25,445人 女27,206人

「Kura Master（クラマスター）」
審査会場で、関係者らに佐賀県産
の日本酒をPRするスタッフ

有田町

人口 男8,786人 女10,242人

陶祖李参平に感謝し、有田焼の
振興を祈願した陶祖祭
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「このまちで、あなたと・・・
　地域の活力を未来へつなぐ銀行」
　　　　　　　　　　 を目指して

「このまちで、あなたと・・・
　地域の活力を未来へつなぐ銀行」
　　　　　　　　　　 を目指して
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